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勉強会へのエントリーはこちらから！→

4月勉強会 「バイオスティミュラント活用術」
1.日時
4月22日(火)   13：30~ @三木本社
4月23日(水)   13：30~ @観音寺営業所
2.勉強会内容
バイオスティミュラントの基礎
最近バイオスティミュラントと言われることが増えています。今回
は分類、効果や活用法について基礎的なことをご説明します
空気中の窒素を植物に有効利用する「Nキャッチ」
マメ科・マメ科以外の植物でも空気中の窒素を植物に有効利用
できる新商品「Nキャッチ」についてメカニズムと利用方法につい
てご説明します
当社取扱バイオスティミュラント商材について
ファイトクローム社、OATアグリオ社、其他当社取扱のバイオス
ティミュラント商材についてご紹介します

バイオスティミュラントについて 作物は、もともと、種の時点で、収穫時の最大収穫量が遺伝的に決まっています。ところが、発芽時や、苗の時期、開花
期、結実期、収穫直前などに、病気や害虫（生物的ストレス）、高温や低温、物理的な被害（非生物的ストレス）により、本来、収穫できるはずだった収量が、
非生物的ストレスと生物ストレスによって減少していきます。この減少量のことを、収量ギャップと表現します。このうち、非生物的なストレスによる収量減
少を軽減することがバイオスティミュラントの役割です。
バイオスティミュラントは農薬？肥料？土壌改良材？ 「農薬」は害虫や雑草、菌に直接的に働きかけるものですがバイオスティミュラントは高温・低温・乾
燥や酸欠、塩ストレスといった非生物的ストレスを緩和します。「肥料」は植物が直接吸収する栄養素を供給するものですがバイオスティミュラントはその
肥料の吸収を助ける働きをします。 「土壌改良材」は土壌に物理的・生物的な変化を与えるものですがバイオスティミュラントは植物の生理状態をより良
くします。これまで、農薬・肥料・土壌改良材は農業生産を高めるために使われてきました。しかし、バイオスティミュラントは3つの技術を“補完する形で働
くものになります。
バイオスティミュラントの種類 バイオスティミュラントの原料は、右図にもあるよ
うに海藻抽出物・多糖類、腐植質・有機酸資材、アミノ酸・ペプチド、ミネラル・ビ
タミン、 微生物・代謝物などがあり、これらの成分を上手く活用することで、健康
的な作物を育てることができるかもしれません。バイオスティミュラントとしての
効果が期待できる要素は種々雑多なため、このような資材を規格化・標準化する
ことは難しいと考えられています。

【新規バイオスティミュラント】大気中の窒素を利用する「窒素
固定菌」 マメ科植物は根粒菌との共生により、空気中の窒素を
利用できることが知られています。今年から新発売となったファ
イトクローム社「Nキャッチ」はそのメカニズムをマメ科以外の
植物でも再現できる「窒素固定菌」を用いた商品です。「Nキャ
ッチ」の活用で植物の窒素切れ対策に活用できれば画期的で
すね！！

新登場

窒素固定菌を用いたNキャッチの情報は上記QRから



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

※注：学科オンライン教習…新規・更新とも学科教習について、ご自宅や職場でパソコン受講
(e-Learning)ができます。 

学科オンライン教習がスタート

DJI農業用ドローン教習キャベツ、たまねぎ 
べと病 登録拡大
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新登場

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える

新発売

マメ科植物は根粒菌との共生により、空気中の窒素を利用できる
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喜多社長のフィロソフィ日記「7つの習慣 第2の習慣：終わりを思い描くことから始める」 3月の若手勉強会（通称ひよこ塾）は先月に引き続き
「まんがでわかる7つの習慣」の勉強会、今回は「第2の習慣：終わりを思い描くことから始める」がテーマだった。コヴィー氏は「すべてのものは2度つくら
れる」（すべてのものは、まず頭の中で創造され、次に実際にかたちあるものとして創造される。第一の創造は知的創造、そして第二の創造は物的創造であ
る）と言っている。例えば家を建てる時、どのような家にしたいか予算や希望の間取りに応じて設計図をつくり（知的創造）、実際に工事が行われる（物的
創造）。普段の仕事に於いてもゴールや成果を事前に計画をつくり（知的創造）実際に仕事に着手する（物的創造）ことで行き当たりばったりにならず計
画遂行が可能となるが、日々の仕事に於いてそのように取り組めているのかなどを勉強会では話し合った。

また「人生の知的創造とは、人生の脚本をつくること。自分の生き方は自分で決められるのに、多くの人
がそれを忘れ、無意識に他人が決めた脚本通り生きている。そして人生の終わりに後悔する。そうなら
ないためにも人生のキャッチコピー「ミッションステートメントを持つ」」ことの重要性を説いている。私
自身、10年ほど前の外部研修で自身のミッションステートメントを作成したことがあった。振り返ってみ
ると少し小っ恥ずかしい部分もあるが自身の原則となっている価値観などは変わらず大切にし行動し
ているなと思った。
さて、当社は3月決算、この日記を書いている3月27日現在、4月から始まる新しい期のMP・方針作りに
奔走している。MP, 方針は「終わりを数字や行動として明確に描くこと」だと思う。各リーダーたちと話
し合いしっかり練り上げ見えてくるまで考え抜き4月から良いスタートダッシュが切れるようにしようと
強く思った。


